
平成31年２月期　前年比速報
（％）

3月 4月 5月 第1四半期 6月 7月 8月 第2四半期上半期計
売 上 高 100.0 92.2 95.6 95.6

既存店 客 数 105.1 96.4 100.1 100.1
客 単 価 95.2 95.6 95.5 95.5
売 上 高 97.6 91.2 94.0 94.0

全　店 客 数 103.5 97.0 99.7 99.7
客 単 価 94.3 94.1 94.3 94.3
新 店 0 6 6 6

店舗数 退 店 2 0 2 2
店 舗 数 408 414 414 414

9月 10月 11月 第3四半期 12月 1月 2月 第4四半期下半期計 年度計
売 上 高 95.6

既存店 客 数 100.1
客 単 価 95.5
売 上 高 94.0

全　店 客 数 99.7
客 単 価 94.3
新 店 6

店舗数 退 店 2
店 舗 数 414

（注）既存店は出店から14ヶ月経過した店舗であり、対象店舗数は毎月変動いたします。
　　　また、月間に１日も稼動していない店休店舗については既存店の対象外としております。
　　　尚、上記数値は速報値です。本速報は原則として毎月初第２営業日までに発表いたします。
　　　速報数値と確定数値に差異が生じる場合は、翌月の速報発表時に修正してお知らせいたします。

概況
　　　当月は気温の高い日が多く、夏物商品の需要が高まり、夏物ジャケットやインナーレッグウェア
　　が堅調に推移しました。一方でロング丈のボトムスの販売で苦戦しました。
　　　なお、当月は、甲子園駅前の新商業施設「コロワ甲子園」に「マックハウス スーパーストア」を
　　出店したほか、「マックハウス スーパーストアフューチャー」を４店舗、新業態「マックハウス 
　　アーバンストア」の１号店をイオンモール船橋に出店しました。いずれの店舗も多くのお客様に
　　来店いただき順調なスタートとなりました。
　　　これらの結果、当月及び通期の既存店・全店売上高は上記の通りとなりました。

新店
　　ＭＨＳＳＦ ミ・ナーラ店、ＭＨＳＳ コロワ甲子園店、ＭＨＳＳＦ イオン貝塚店、
　　ＭＨＳＳＦ ヨシヅヤ太平通り店、ＭＨＳＳＦ オーミー大津テラス店、ＭＨＵＳ イオンモール船橋店

退店
　　なし

店舗数
　　マックハウス：371店（内、マックハウス スーパーストア：11店、
　　マックハウス スーパーストア フューチャー：51店、マックハウス アーバンストア：1店、
　　マックハウス アウトレット：4店）、マックハウスプラザ：14店、アウトレット J：22店、
　　ブルーベリー：3店、ゴールウェイ：4店、ネイビーストア：1店
　　合計　414店

※ ＭＨ：マックハウス、ＭＨＳＳ：マックハウス スーパーストア、
ＭＨＳＳＦ：マックハウス スーパーストアフューチャー、ＭＨＵＳ：マックハウス アーバンストア、
ＭＨＯ：マックハウス アウトレット、ＭＨＰ：マックハウスプラザ、ＯＪ：アウトレットＪ、
ＢＢ：ブルーベリー、ＧＷ：ゴールウェイ、ＮＶＳ：ネイビーストア
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